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1 はじめに

統語解析の精度向上に伴い，述語と項の関係を捉え

る述語項構造解析に関する研究が盛んに行われている．

日本語においては，言語資源として NAISTテキスト

コーパス [1]の存在意義が大きいが，述語項構造を意

味構造からの写像と捉え，意味構造を復元する情報を

獲得しようとすると，付与されている項の情報が表層

格「が」「を」「に」に限定されていること，述語の語

義の区別がされていないこと，の 2点において十分な

情報を持っているとは言えない．

意味構造や述語の語義のような詳細な情報を含め

て述語項構造情報をコーパス全体にわたって一貫性を

保持して付与しようとすれば，各述語の語義ごとに

それぞれの項構造情報を列挙したもの（格フレーム

[2]）が必要となる．英語においては，FrameNet[3]や

PropBank[4]が各述語の語義ごとに，意味役割を含む

項構造情報を辞書として持っている．一方，日本語で

は，同様の規模，品質を持つ言語資源が十分に整備さ

れている状況にない．本稿では，このように述語項構

造解析や意味構造解析を行う基盤の情報として，格フ

レーム情報を収録した辞書を構築する方法を検討した

内容について述べる．以下，本稿では基本的な述語で

ある動詞のみを対象とし，その他の述語については対

象外とする．

2 格フレーム

2.1 定義

本稿では，述語項構造解析を行う基盤的情報として，

格フレームを以下のように定義する．

• 動詞の語義ごとに，項構造情報を列挙する

• 項構造情報として，項ごとに格と意味役割と選択
制限の情報をもつ

図 1: 動詞項構造シソーラス

同じ表層形を持つ動詞であっても，基本的に語義に

よって異なる項構造をもつと考えられるので，格フレー

ムは各語義ごとに定義する．逆に類似した語義を持つ

動詞では，類似した格フレームを持つ可能性がある．

項構造の情報としての意味役割は，動詞に対する項

の役割を表し，複数の動詞の語義の間で，同様の役割

を持つ項を識別するために付与する情報である (e.g.

動作主，対象)．しかし，意味役割の種類には統一した

結論がなく，各言語資源ごとに 30種類程度から 1,000

種類以上まで様々な形で定義されている．

また，選択制限は各項の取り得る条件を表したもの

で，主に項になり得る名詞句の意味クラスを記述する．

WordNet[5]や日本語語彙大系 [6]等のシソーラスで定

義された意味クラスで定義することが多いが，動詞に

よって各項の意味クラスの観点が異なるので，単一の

シソーラスのみで選択制限を記述するのは難しい．

2.2 課題と方針

一貫性 類似した意味内容を持ち，類似した統語構造

を持つ格フレーム間で，一貫した記述内容となる必要

がある．また，前節でも述べたように，格フレーム内

で動詞に対する項の意味役割を適切に定義する必要が

ある．
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≪焼く1 ≫
⟨人 ⟩ が

⟨魚 ⟩ | ⟨魚介類 ⟩ を

≪焼く2 ≫
⟨主体 ⟩ | ⟨機械 ⟩ が |で
⟨場所 ⟩ | ⟨具体物 ⟩ | ⟨場 ⟩ を

≪焼く3 ≫
⟨人 ⟩ が

⟨パン ⟩ | ⟨菓子 ⟩ | ⟨瓶・壺・盆 ⟩ を

≪焼く4 ≫
⟨人 ⟩ が

⟨肉 ⟩ | ⟨卵 ⟩ を

図 2: 「焼く」の格パタン (選択制限)の例

網羅性 国語辞書等で定義されている動詞の語義に基

づき，シソーラスの意味クラスを用いて選択制限を記

述した格フレーム辞書は人間の可読性が高い一方で，

網羅性が問題になる．網羅性を高めるためには，河原

らの提案した方法 [7]等により，Web等の大規模文書

からの格フレームを自動獲得することが有効であるが，

獲得された格フレームと動詞の語義との対応付けが課

題となる．

そこで本稿では，動詞の語義を分類して体系化し，

語義の分類単位で共通的な意味構造記述を行うことで

一貫性を確保する．意味役割の定義はその共通的な意

味構造記述の中で定義する．

また選択制限については，シソーラス上の意味クラ

スにより記述した可読性の高い格フレームの記述を

ベースとし，コーパス等からの用例の追加で補完する

ことにより，記述の柔軟性を確保する方針とする．

3 動詞シソーラスと格パタン辞書に

基づく格フレーム辞書構築

前節に述べたように，以下の方針に基づいて格フ

レーム辞書を構築する．

• 動詞の語義の分類と体系化

• 語義の分類単位で共通した意味構造の記述

• 意味クラスによる選択制限情報の記述と用例によ
る補完

動詞の語義分類と分類単位ごとの意味構造記述につ

いては，竹内らが構築している動詞項構造シソーラス

[8] 1を，選択制限情報の付与については，日本語語彙

大系を利用する．

3.1 動詞項構造シソーラス

動詞の語義を分類，抽象化して概念と定義し，この

概念をノードとしてシソーラスを構築したものである．

図 1に示すように，このシソーラスの第一層には，「状

態変化あり」「状態変化なし (活動)」「状態変化なし

(状態)」の 3分類があり，以下最大 5階層2，約 700分

類 (概念)から構成されている．各概念には，「構造的

意味記述」という項構造を詳細化した形で，意味の記

述がなされており，これにより項同士の意味的な関係

が表現されている．この意味記述は概ね，動作主，様

態，結果状態という 3要素から構成されている．また，

この記述には項の役割として約 70種類のラベルが定

義されており，これを格フレーム内の項の意味役割に

利用する．

各ノード (概念)のインスタンスである動詞の語義

は，「構造的意味記述」によ項構造を共有し，各イン

スタンスごとに用例および，各項と意味役割の対応関

係が記述されている．このため，類似した意味構造を

持つ語義同士で意味役割等の一貫性を保ちやすく，格

フレームの拡張は，このシソーラスの性質を利用して

行う．

3.2 日本語語彙大系

「構文体系」辞書では，日本語から英語への訳し分

けを目的として，各用言の取り得る格のパタンを名詞

の意味クラス3による選択制限とともに記述している．

意味クラスは階層的に配置された約 2,800クラスから

なり，約 6,000の用言について約 14,000の格パタンを

収録している．図 2は，収録されている格パタンの例

である．「焼く」は翻訳のための 4つの格パタンを持

ち，それぞれのパタンは項の選択制限と格助詞の情報

からなっている．⟨⟩で囲まれたラベルは，項となる単
語の意味クラスを表している．訳し分けのための情報

のため，日本語の中では同一の語義と見なせるものも

別の格パタンとして表されている場合もある（「焼く

1」“grill” と「焼く 4」“roast”）．語義および格フレー

ムの粒度としては，動詞項構造シソーラス上のノード

を基本単位とし，同一ノード上に位置する同一単語の

格フレームは一つに集約し，区別する必要があれば，

1http://cl.cs.okayama-u.ac.jp/rsc/data/ から入手可能．
2階層数は特に制限されていない
3一般名詞意味属性と呼ぶ
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概念: 【対象の変化:性質の変化:化学的反応・変化】
構造的意味記述:

([動作主]の働きかけで)
([対象]が化学的に変化した状態になる)

instance:焼く 4

ϕ/[動作主] が ⟨人 ⟩
肉/[対象] を ⟨肉 ⟩ | ⟨卵 ⟩

instance:茹でる 1

ϕ/[動作主] が ⟨人 ⟩
卵/[対象] を ⟨具体物 ⟩

概念:【生成・消滅:生成 (物理):生成】
構造的意味記述:

([動作主]の働きかけで)
([生成物]が作られて)
([生成物]の存在する状態になる)

instance:焼く 3

ϕ/[動作主] が ⟨人 ⟩
器/[生成物] を ⟨パン ⟩ | ⟨瓶・壺・盆 ⟩
窯/[道具] で –

instance:刺す 4

ϕ/[動作主] が ⟨人 ⟩
雑巾/[生成物] を ⟨布 ⟩ | ⟨家庭用具 ⟩

図 3: 動詞項構造シソーラスの概念ノードと格フレー

ムの対応例

下位のノードを作成して各ノードに格フレームを配置

する方針とする．

3.3 格フレーム辞書の構築

動詞項構造シソーラスの各ノードのインスタンスで

ある動詞の語義を単位として格フレームを構築する．

各動詞の語義ごとに，用例と構造的意味記述に基づい

て各項と意味役割との対応がつけられているので，こ

れを格フレームのベースとする．各項には選択制限の

情報がないので，日本語語彙大系から一致する格パタ

ンを探し付与する．

動詞「焼く」の格フレームを作成する場合を例とし

て説明する．図 3は，「焼く」の語義がインスタンス

となっている動詞項構造シソーラスのノードの例であ

る．「焼く」の語義がインスタンスとなっている概念に

は，【対象の変化:性質の変化:化学的反応・変化】（以下

【化学的反応・変化】）と【生成・消滅:生成 (物理):生

成】（以下【生成】）がある．4

【化学的反応・変化】の方は，構造的意味記述は [動

作主]と [対象] の意味役割を持つ項を用いて，「[動作

主]の働きかけ」により「[対象]が化学的に変化する」

結果状態を生じることを示している．この意味役割と

4動詞項構造シソーラス上の概念を，最上位階層のノードから順
に「:」で連結し【】で囲んで表す．いずれもシソーラス第 1 層の
「状態変化あり」を省略している．

用例から，この語義の格フレームは「[動作主]が肉 /

[対象]を焼く」という構造になっている．次に，用例

を日本語語彙大系の格パタンと照合すると，「を格」に

「肉」が入るのは≪焼く 4 ≫の格パタンであるので，
この対応付けにより選択制限の情報を付加することが

できる．

また，【生成】の概念のインスタンスになっている方

も同様に≪焼く 3 ≫の格パタンが適合する．用例で
は，意味役割 [道具]を持つ「で格」が入っているが，

構造的意味記述に含まれていないことから，概念のコ

ア部分でないと考えて，随意的な要素と扱う．

格フレームは，概念ノードのインスタンスである動

詞の語義に対応づけられるので，同じ概念に属する格

フレーム同士は，同様の意味構造を共有していると考

えられる．例では，≪焼く 4 ≫と≪茹でる 1 ≫は
ともに，「⟨人 ⟩/[動作主]が ⟨具体物 ⟩/[対象]を」とい

う構造になっている．

同じ概念に属する格フレーム間での類似性，共通性

を維持するように構築することで，類似の動詞の語義

に関する記述の一貫性を保つことができる．

3.4 用例を用いた格フレーム辞書の拡張

前節で述べた方法で構築した格フレームは，項構造

の概念関係を意識しつつ構築することができるが，実

データの解析等に適用する場合には，選択制限の記述

が不十分であったり，格フレームの不足等により適合

する格フレームが存在しない場合がある．本節では，

人手で構築した格フレームをベースとして，コーパス

の用例を取り込むことにより，網羅性を向上させてい

く方法について述べる．

基本的な考え方は，収集した用例を格フレームの選

択制限と照合し，一つの格フレームに適合するものの

みを，各格フレームの正例として分類モデルを構築し，

選択制限のみでは選別できない用例（適合する格フ

レームがない，または複数の格フレームに適合する）

を，各格フレームに分類する．

以下に処理の概要を記す．

1. コーパスから対象とする動詞を中心とする述語項

構造の用例を収集する

2. 収集した述語項構造を，既存の格フレーム辞書を

用いて，選択制限に適合するものを振り分け，各

格フレームの用例とする．どの格フレームの条件

にも適合しないもの，複数の格フレームの条件に

適合するものを，分類すべき述語項構造の用例と

してストックする．
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パン-を 1606
オーブン-で 1100
ケーキ-を 830
手-を 795
世話-を 786
肉-を 711
CD-に ∗ 591
–
CD-に;ファイルを ∗ 13
CD-に;データを ∗ 9

図 4: 「焼く」の項とコーパス中出現頻度の例: ∗は適
合する格フレームが存在しないものを示す

3. 各格フレームの用例を用いて，格フレームの分類

モデルを構築する

4. 分類すべき述語項構造の用例を，分類モデルを用

いて格フレームに分類する (ある閾値によりどれ

にも分類できなかった述語項構造は，新たな格フ

レームが必要であると判断する)

5. 新たに分類された用例を用いて選択制限を更新し，

2へ戻る．

結果として，新たに分類された述語項構造の用例

を用いて選択制限を修正していく．また，新たな格フ

レームが必要であると判断された述語構造の用例につ

いては，動詞項構造シソーラス上で，類似した構造的

意味を持ちかつ統語的に近い候補を見つけて，新たな

格フレームを作成する．

図 4に，Webからダウンロードしたデータ (約 180

億語) から抽出した「焼く」の項の例あるが，5．この

例では，「DVD-に」「CD-に」などの項が適合する格フ

レームがない．新たな格フレーム (語義)を追加する

際には，既存の同義語との間で整合性を取る必要があ

る．たとえば，「データを CDに焼く」の「焼く」の

格フレームを追加する際には，言い換え可能な同義語

「記録する」があるため，「記録する」の語義が属し

ているノード【位置変化（情報）（媒体の変換）】上

に配置し，用例を「データ/[対象]-を CD/[着点]-に 焼

く」として蓄積する (図 5)．

4 おわりに

本稿では，一貫性と網羅性を確保した格フレームの

構築を目的として，動詞の語義の概念の体系として動

詞項構造シソーラスを，選択制限のベースとして日本

語語彙大系を用いた方法について述べた．今後は，格

5統語解析器の解析結果から動詞に係る文節の組み合わせを抽出
している．

図 5: 動詞「焼く」の語義，動詞項構造シソーラス，格

フレームの関係

フレーム辞書を構築し，コーパスへのアノテーション

や解析等への利用により評価を行う予定である．
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